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東日本大震災で岩手県沿岸域に放置された

底刺網の状態とゴース卜フィッシンゲの実態

後藤友明

(2012年4月8日受付， 2012年 7月4日受理)

岩手県水産技術センター

Assessment of gear condition and ghost-fishing ability 

in bottom gillnets left in the coastal waters off Iwate， 

Pacific coast of northern Japan， by the Tohoku 

巴arthquakeand tsunami disaster in March 2011 

TOMOAKI GOTO 

Iwα:te Fisheries Technology Center， Kamαishi， Iwate 026-

0001，]iα台α:n
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本大震災，擢網

漁業者の管理下を離れた逸失漁具による水産動物の死

亡をゴーストフィッシングと呼び，水産資源の持続的利

用において解決すべき重大な問題とされている。1)特

に，寵や刺網は，ゴーストフィッシングを引き起こす代

表的な漁具とされ， 1970年代後半から，逸失漁具によ

るゴーストフィッシング発生過程やその定量的評価に関

する研究が行われてきた。2)そのうち，海底に漁具を敷

設して漁獲を行う底刺網は，様々な魚種が擢網しながら

逸失後約 3年にわたる漁獲能力の持続が指摘されてお

り， 3)水産資源の持続的利用を目指した沿岸資源の評価

と漁業管理にあたっては，その影響評価が望まれている。

2011年 3月 11年に発生した東北地方太平洋沖地震

とそれに伴う大津波(東日本大震災)によって，岩手県

では 1万4千隻を超える動力船の 90%以上が被災し

た。4)それに伴って，地先の沿岸域に敷設されていた刺

網や龍の大部分は海中に放置されることとなった。これ

らの漁具が漁場に長期間放置されたままになっている

と，震災後の漁業再開時における漁具再設置に対する障

害となるほか，この聞に生じたゴーストフィッシングに

よる水産資源への悪影響が懸念される。しかしながら，

沿岸域に敷設されている底刺網漁具に対する津波の影響

はこれまで全く把握されておらず，津波が引き起こした

二次的な被害としての資源に対する影響も明らかになっ

ていない。

そこで，本研究は，東日本大震災で漁船を失ったため

に長期間岩手県地先の沿岸域に敷設されたままとなった

底刺網の状態と震災以降に生じたゴーストフィッシング

の実態を明らかにすることを目的として行われた。

震災発生から 84~90 日経過した 2011 年 6 月 3 日と

幸R

6月9日に，震災前から岩手県南部沖の大陸棚上(水深

127~140 m，距岸距離 3.3~4.7km) に敷設されたまま

となっていた底刺網合計4張りを回収した (Table1)。

漁具の引き上げは，漁船を流失した漁具の所有者ととも

に，岩手県水産技術センター漁業指導調査船北上丸

(59トン)により油圧式のネットホーラーとラインホー

ラーを用いて行った。回収時に当該漁業者から漁具構

成，および設置日と位置を聞き取り，引き上げ位置を特

定して，漁具の移動の有無を把握するとともに，目視に

より漁具の状態を確認した。回収された刺網に擢網した

魚類と甲殻類については，船上で種類別個体数と重量を

計測した。採集物については，損傷の程度から生存個体

(揚網によって死亡したと判断される個体を含む)と回

収前にすでに死亡していたと判断される個体に分類し，

全採集個体数に対する死亡個体の出現率(死亡率)を漁

具ごとに求めた。

対象とした底刺網は，いずれもカレイ類などの沿岸性

底魚類を対象とした白合 121mmのナイロンモノフィ

ラメント製で， 6月3日に回収した 2張り (A，B)は全

長約 1，440m (20反)， 6月9日に回収された 2張り

(C， D)は全長約 1，800m (25反)に仕立てられていた。

回収された刺網は設置日から 86~104 日経過してい

た。回収位置は，聞き取りから特定された設置位置から

幾分沖合側にずれていたが，その距離は 0.1~ 1.4km

(A， 1.2~ 1.4 km; B， 0.5~0.6 km; C， 0.1 ~0.3 km; D， 0.1 

~0.3 km)の範囲にあり，津波に起因すると判断され

る移動は認められなかった (Table1)。回収された刺網

は，いずれも浮子，浮子綱，沈子，沈子綱，およびアン

カーを含めた漁具構成に大きな損傷は認められなかった

が，大部分が棒巻状となっており，揚網時に網が展開し

ない状態であった。回収されたすべての刺網には，網地

のほぼ全体にわたってカンザシゴカイ科の一種S巴rpuli-

dae sp.の棲管が付着していた。

回収されたそれぞれの刺網により採集された魚種別の

個体数と重量を Table2に示す。総数では，損傷が著し

いために種の同定ができなかった魚類4個体を含む魚

類6科 12種 47個体・ 6，437g，甲殻類 1種 8個体・

2，280 gが採集された。漁具ごとの採集数量は，設置か

ら91日経過した漁具Aでは魚類7種目個体・ 669g 

のほかケガニErimacrusisenbeckiiが7個体・ 1，830g， 

86日経過した漁具Bでは魚類4種 6個体・ 858g， 104 

日経過した漁具 CおよびDでは Cが魚類4種目個体

・2，740g， Dが不明種3個体を含む魚類9種 17個体・

2，170 gのほかケガニ 1個体・ 450gであった。採集個

体数は，カレイ科魚類 Pleuron巴ctidaeが35%と最も多

く，次いでカジカ科 Cottidaeが33%を占めていた。漁

* Tel: 81-193-26-7915. Fax: 81-193-25-7910. Email: t-gotou@pref.iwate.j 
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Table 1 Overview of deploym巴ntand retrieval of four bottom gillnets 1巴ftby the Tohoku earthquake disaster， showing locations of 
both gear terminals and soak period 

D巴ployment Retrieval 
Soak 

Gear Location Location period 
Date (days) 

Lat Long. Depth Lat. Long Depth 

39
0

14.79' N 1420 0.00' E 137m 
3 Jun. 2011 

39
0

14.96' N 142
0 

0.83' E 134m 
91 39

0

14.05' N 1420 0.00' E 138m 39
0

14.35' N 142
0 

0.89' E 136m 
A 

39014.39' N 1420 1.33' E 140m 
3 Jun. 2011 

39
0

14.16' N 142
0 1.48' E 140m 

86 39013.62' N 1420 1.15' E 140m 39
0

13.92' N 1420 1.15' E 140m 
B 

390 9.40' N 141057.50' E 
9 Jun. 2011 

39
0 

9.41' N 141
0

57.54' E 129m 
104 390 9.00' N 141

0

57.50' E 39
0 

8.94' N 141
0

57.36' E 128m 
C 

390 8.70' N 141
0

57.00' E 
9 Jun. 2011 

39
0 

8.73' N 141
0

57.18' E 127m 
104 39

0 

7.80' N 141057.00' E 39
0 

7.83' N 141
0

56.91' E 128m 
D 

具別に見ると，漁具Aではケガニ，漁具 Bではパバガ

レイ Microstomusachneとマルカワカジカ Maru-

kawichthys ambulator ，漁具 Cではニジカジカ Al-

cichthys elongatus，漁具 Dではヒレグロ Glyttocethalus

stelleriがそれぞれ優占していた。回収された漁具 l反

(長さ 72m)あたりの平均採集個体数は， 0.30~0.90 個

体で，魚類のみでは 0.30~0.68 個体の範囲にあった。

漁具ごとの死亡率は 16.7~61.5% (平均 40.0%) で

あった (Table3)。ケガニについては，全ての採集個体

が生存した状態で採集された。魚類についてみると，死

亡率は 16.7~61.5% (平均 46.8%) の範囲にあった。

採集された魚種別の死亡率を比較したところ，キアンコ

ウLothiuslitulonとアイナメ Hexagrammosotakii は全

ての個体が採集時にすでに死亡しており，キアンコウで

は骨格の一部が擢網していたのみであった。一方，カジ

カ科とカレイ科魚類では，死亡率は漁具によって大きく

異なっており，カジカ科魚類では漁具D，カレイ科魚

類では漁具 CとDで 50%を超える高い値を示した。

東日本大震災によって岩手県地先の大陸棚上に長期放

置された底刺網を調べた結果，津波による漁具への直接

的な影響はみられなかったものの，長期間の浸漬に起因

したと推察される付着物や網成りの低下が認められた。

しかしながら，回収した 4張りの漁具全てで生存個体

が擢網していたこと， 3張りですでに死亡していた魚類

の擢網が確認されたことから，回収時点においても擢網

と死亡が持続していると推察された。魚類では，擢網後

の死亡は早く，死亡個体が網内に留まる期間も数日程度

であることが知られている。明特に，採集生物で優占し

ていたカレイ科やカジカ科魚類では，擢網直後とみられ

る生存個体が多く含まれていたことから，回収時におい

てもこれらを中心とした擢網が続いていると考えられ

る。一方，キアンコウやアイナメでは，全採集数量に対

して個体数で 7.2%(4個体)，重量で 10.1%(880 g) 

と少なく，死亡後一定時聞が経過したと見られる個体の

みが擢網していた。 3~6 月に釜石魚市場で水揚げされ

た刺網漁獲物重量に対する両種の占める割合は 7.7~

14.3% (2006~2010 年)の範囲となっており，今回採

集された両種の採集割合とほぼ同等であった(岩手県水

産情報配信システム:http://www.suigi.pref.iwate.jp/ 

shikyosearch/， 2012年 5月初日)。このことから，回

収時に持続していたと考えられる権網と死亡は，今回採

集されたこれら 2種も含めた底魚類全体に及んでいる

と推察される。

底刺網におけるゴーストブィッシング能力は，漁具設

置直後に急激に低下し，その後長期にわたって緩やかに

低下することが示されている。3，7)しかし，擢網個体数は

魚種によって差があり，行動特性の違いによる要因と時

間の経過に伴う刺網の形状変化や付着物の増加といった

漁具特性による要因が指摘されている。3，5)そのうち，海

底近傍に生息する底魚類は漁具の形状が変化しても擢網

が長期間継続することが示唆されている。3)今回回収さ

れた漁具では，棒巻化による網高さの低下と付着物の増

加によって遊泳力の高い魚種に対する漁獲能力は著しく

低下しているとみられるが，底魚類に対する漁獲能力は

依然として維持されていたと考えられる。さらに，底刺

網におけるゴーストフィッシングは，最初に魚類など大

型の漁獲対象魚種が権網し，その後小型の甲殻類や腹足

類へと擢網魚種が変化することによって長期化すること

が示されている。6，7)このような擢網魚種の変化は，権網

して網内で死亡した生物を捕食するために蛸集して擢網

することが一因であることが示唆されており， 6，8)今回回

収された漁具で全ての擢網個体が生存していたケガニは

このような要因で蛸集し，擢網した可能性がある。

このことから，東日本大震災でおよそ 3ヶ月間放置

された刺網は，棒巻状となって網の展開能が低下した状

態となっていたにもかかわらず，底魚類の擢網と死亡が

依然として繰り返されていることが示され，ゴーストフ

イッシングによって失われた資源は増加し続けていると

考えられる。これまで行われてきたゴーストフィッシン

グ能の経時変化に関する研究結果から， 86~104 日間浸
潰した刺網の漁獲効率は，設置直後のそれに対して，仲

島・松岡の式めでは 8.0~10.0%，秋山の式めでは 19.3

~25.6% と推定される。これらの式から推定される震

災発生以降にゴーストフィッシングで失われた累積の資



東日本大震災の底刺網に対する影響

Table 2 List of number (No.) and body weight (BW) of 

animals enmeshed on gil1nets collected in gear 

retrieval survey 

Gear 
SPECIes (upper，No ;lower BW[g])Total 

A B C D 

Atelecyclidae 

Erimacrus isenbeckii 

Engraulidae 

Engraulis japoni，ωS 

Lophidae 

Lophius litulon 

Cottidae 

Marukawichthys 
ambulator 

Alcichthys elongatus 

Cottidae sp. 

Hemitripterida巴

Hemitripterus villosus 

Hexagrammidae 

Hexagrammos otakii 

Pleuronectidae 

Microstomus achne 

Glyptocephalus stelleri 

Dexistes rikuzenius 

Pleuronectidae sp. 

Fish unidentifi巴d

7 

1，830 

。。 1 8 

450 2，280 

。。
3 1 

59 19 

。。 o 4 
o 78 

1 

* 

。。012  

o 50 50 

3 2 0 

99 0 

o 6 

o 1，070 
o 0 

o 0 

1 6 

70 456 

3 10 

120 1，282 

1 2 

30 30 

287 
1 
ワム

1
i
*

日
刊
U

一

。。 0 

0 

0 22  

o 790 790 

。。 o 2 

o 830 
o 2 

o 830 

1 

148 

1 

2 

564 

0 

0 

1 

176 

0 

0 

0 

0 

2 

530 

3 

310 

0 

0 

0 

0 

3 8 

330 1，572 
4 8 

730 1，123 

o 1 

o 176 
1 1 

30 30 

83 
ハ
u
n
U
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ

011  

o 20 20 

18 6 13 18 55 

2，499 858 2，740 2，620 8，717 
Total 

* Composed of limited fragments of body parts. 

源量は，設置直後の日あたりの漁獲量期待値と比較して

12~羽田分の操業による漁獲水準に相当する。 3~6 月

の岩手県における底刺網による水揚げ量は， 2006~ 

2010 年における年間水揚げ量 (724~998トン)の

37.8~48.7% を占めていた(岩手県水産情報配信シス

テム:http://www.suigi.pref.iwate.jp/shikyosearch / ， 

2012年 5月28日)。このことから，震災発生時から今

回の漁具回収までの期間は本漁業の主漁期となってお

り，この開放置されていた底刺網によるゴーストフイツ

シングの影響は特に大きいと推察される。岩手県では，

知事許可と第二種共同漁業権に基づいて底刺網漁業が営

まれている。東日本大震災発生時における岩手県地先海

域における実際の操業数は明らかになっていないが，知

1189 

Table 3 Ratio of dead individuals to the specimens 

retrieved for family found in gear retrieval survey 

Gear 
Total Total 

A B C D 

Atelecyclidae 0.0 nd nd 0.0 0.0 

Engrau日dae 0.0 0.0 nd nd 0.0 

Lophidae 100.0 nd nd 100.0 100.0 

Cottidae 40.0 。。 33.3 80.0 44.4 

Hemitripteridae nd nd 0.0 0.0 0.0 

Hexagrammidae nd nd 100.0 nd 100.0 

Pleuronectidae 0.0 33.3 80.0 50.0 50.0 

Pisces 27.3 16.7 61.5 58.8 46.8 

Total 16.7 16.7 61.5 55.6 40.0 

事許可 447隻と共同漁業権をあわせると，沿岸域の放

置漁具数は極めて多いと考えられる。このことから，東

日本大震災に伴って生じた放置底刺網は，本海域に生息

する底魚類資源に対して大きなインパクトを生じさせて

いる可能性が示唆された。

苗i 百宇

本試験を行うにあたり，釜石湾漁業協同組合の皆様，

佐々木一氏，佐々木洋裕氏，および佐々木公夫氏，並び

に岩手県水産技術センター漁業指導調査船北上丸船員諸

氏にはお世話になりました。本研究の一部は iPICES/

ICES研究基金助成」によって行われた。

文献

1) FAO. Code of conduct for responsible fish巴ries.Food and 

Agriculture Organization of the United Nations， Roma， 

Italy. 1995. 
2) Matsuoka T， Nakashima T， Nagasawa N. A review of 

ghost fishing: scientific approaches to evaluation and 

solutions. Fis九Sα.2005; 71: 691-702. 

3) イ中島淑子，松岡達郎.逸失底刺網のゴーストフィッシング
能力の経時的変化と死亡数推定.日水誌 2004;70: 728-

737. 
4) 東日本大震災による農林水産関係の被害状況について.岩

手県，盛岡， 2012 

5) 松下吉樹，本田直人，藤田 薫，渡部敏広.浅海域に放置

した刺網の形状の変化 水研センター研報 2004;10: 15-

17. 
6) イ中島淑子，松岡達郎.魚礁に纏絡した逸失底刺網による

ゴーストフィッシング死亡数と魚の鯛集に対する影響.日

水誌 2005;71: 178-187. 

7) Akiyama S， Saito E， Watanabe T. Relationship between 

soak time and number of enmeshed animals in experimen-

tally lost gil1 nets. Fish. Sci. 2007; 73: 881-888. 

8) Kaiser M， Monteiro CC， Rib巴iroJ， Santos MN， Gaspar M， 

Monteiro P， Borges TC. An experimental study of gill net 

and trammel net‘ghost fishing' off the Algarve (southern 

Portugal). Mar. Ecol. Prog. Ser. 1997; 158: 257-265. 

9) 秋山清二.海底に長期間浸潰した刺網の漁獲機能の経時変

化. 日水誌 2010;75: 905-912 



にくいと考えられた。一方，枯れ茎の風波からの新芽保護機能

が確認された。さらにヨシの出芽と成長にとってヨシのリター

由来の腐葉土の重要性が確認された。以上から，出芽期の冠水

域での枯れ茎の刈り取りは避けるべきと結論された。

日水誌， 78(6)，1159-1169 (2012) 

北海道えりも岬以東海域におけるマツカワ Ver<αspermoseri 

の年齢と成長

敷島良也，高津哲也，高橋豊美，二宮正光(北大院水)， 

坂井伸司(根室水技指)， 

一ノ瀬寛之(根室水技指標津支所)， 

森岡泰三(水研セ北水研厚岸)，佐々木正義(釧路水試)

えりも岬以東海域で刺網と定置網，桁網で採集したマツカワ

の成長特性を明らかにした。無眼側耳石の外縁は， 4~7 月に

は不透明帯を持つ個体の割合が増加し， 8~12 月には減少して

いた。透明帯外縁を指標として年齢群に分けたところ，夏季に

全長が著しく増加したが， 11~5 月にはほとんど成長しないこ

とが判った。 4月 1日を年齢起算日とし，全長を vonBer-

talanffy式に当てはめた。えりも岬以西海域に比べて本海域の

方が成長が速い要因として，夏季に成長に適した 20
0

C以下の

水温に保たれることが考えられた。

日;水誌， 78(6)，1170-1175 (2012) 

人工ダム湖である奥津湖における栄養塩の変化

高木秀蔵，近藤正美(岡山水研)， 

土江清司(苫田ダム管理)，藤原建紀(京大院農)

人工ダム湖である奥津湖の流入部，湖内，流出部において，

水温，ブランクトンの発生状況およびTN，TDN， DIN， TP， 

TDP， DIP， DSiの測定を行った。湖内では，夏季に水温躍層が

発達した。一年を通じて渦鞭毛藻類を中心とした浮遊性の藻類

が表層域に発生していた。流出水の栄養塩濃度は，流入水より

も低かった。浮遊性の藻類が表層の栄養塩を消費し，栄養塩濃

度が低下した表層水が放水されていた。流入量と比較して，年

平均で TNは27.8%，TPは21.2%，DSiは18.9%がダム湖

内で除かれていた。 日水誌， 78 (6)， 1176-1186 (2012) 
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東日本大震災で岩手県沿岸域に放置された底刺網の状態とゴー

ストフィッシンゲの実態(短報)

後藤友明(岩手水技セ)

東日本大震災により岩手県地先の沿岸域に放置された底刺網

4張りを回収し，漁具の状態とゴーストフィッシングの実態を

評価した。回収された漁具は，設置位置からの大きな移動は認

められなかったが，多くの付着物や網成りの低下が見られてい

た。回収された刺網によってカレイ類とカジカ類が優占する魚

類と甲殻類が合計 10種目個体・ 8，717g採集された。漁具聞

の擢網個体数に差は認められず，震災からおよそ 3ヶ月経過

した回収時においてもカレイ類やカジカ類を中心とする底魚類

の擢網と死亡が繰り返されていることが示唆された。

日水誌， 78(6)，1187-1189 (2012) 

定置網によるウ類の混獲(短報)

秋山清二，下村友季子(海洋大)

千葉県内の大型定置網 1か統を対象にウ類の混獲実態を調

査した。 2011年4月から 2012年 3月の 1年間にウミウ 44個

体とカワウ 12個体が混獲された。これらのウ類はすべて金庫

網内で死亡していた。ウミウは冬季にのみ混獲され，カワウは

冬季と夏季に混獲された。胃内容物調査の結果，ウミウからは

魚類 9種 156個体，カワウからは魚類6種 21個体が出現し

た。餌重要度指数 (IRI)は両種ともカタクチイワシが最も高

く，以下， トウゴロウイワシ，サバ類，キビナゴ，マアジ，カ

マス類が上位を占めた。 日水誌， 78(6)， 1190-1192 (2012) 

生食用サンマ加工食品からのアニサキス幼虫の検出(短報)

小川和夫，巌城隆，荒木潤(目黒寄生虫館)， 

伊藤直樹(東北大院農)

根室に水揚げされたサンマのフィレ内のアニサキス寄生の有

無を目視で検査した。その結果，フィレ 1枚あたり 0.9%の寄

生が認められた。虫体の形態観察とミトコンドリア Cox2遺伝

子の解析によってヒトのアニサキス症の主原因となっている

A却isakissimρlex sensu stricto (狭義のA.simpZα) と同定され

た。これによって，サンマ加工食品の生食によるアニサキス感

染のリスクが初めて確認された。フィレ内の虫体は目視で発見

できるので，加工や調理の際に確実に取り除くことが推奨され

る。 日水誌， 78 (6)， 1193-1195 (2012) 
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